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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、病理組織学的に扁平上皮癌の予後因子と考えられる腫瘍増殖能や血管新生を免疫

組織学的に評価した値と MRI で癌組織の血行動態を評価したダイナミック MRI から導き出した

パラメーターとの間に正の相関関係があることを見出した。このことからダイナミック MRI を

評価することによって、口腔扁平上皮癌の増殖能や血管新生を評価でき、ひいては非侵襲的に

口腔扁平上皮癌にり患した人の予後を予測できる可能性があることを示した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The histopathological prognostic factors, tumor proliferation and microvessel density 

(MVD) showed significant correlations with enhancement parameters in dynamic 

contrast-enhanced magnetic resonance imaging (DCE-MRI) in oral squamous cell carcinoma 

(SCC). The assessment of DCE-MRI parameters may prove to be a valuable non-invasive method 

for assessing tumor cell proliferation and MVD of patients with oral cancer. 
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１．研究開始当初の背景 

顎口腔領域の疾患が顎骨内あるいは軟組織深

部に存在する場合には、生検を行なうのに侵

襲や困難を伴う場合も多い。また、口腔内の

粘膜や歯肉に病変が存在する場合でも、悪性

では生検を行うことによって播種をきたす可

能性もある。それゆえ、術前に非侵襲的な方

法を用いて確定診断を得ることはもちろん、

確定診断を得ることができないまでも良性、

悪性の区別ができれば、治療を行う者にとっ

て非常に有益である。MRIは軟組織描出能に優

れ，病変の内部性状や進展範囲を詳細に示す

ことができ、全く被曝がないため既存の診断

機器による診断に付加的情報を与えることが

できるとして、欠かすことのできないモダリ

ティとなっている。MRIは病変の検出（存在診

断）には優れているが、信号のみでは、造影

を行っても、確定診断や良性、悪性の区別な

ど質的診断を行うことが困難なことが多い。 

一方、ダイナミックMRIは胸部や子宮における

腫瘍の質的診断、病期診断、予後の予測にお

いて有用性が報告されている。胸部腫瘍では、

ダイナミックMRIの造影パターンによって良

性腫瘍と悪性腫瘍を鑑別できることやその造

影パターンが腫瘍のangiogenesisを反映して

おり、増殖能と相関することが報告されてい

る。それゆえ、各病変の病理組織編成を造影

パターンから予測することによって、顎口腔

領域の病変の診断、治療、予後の推定の向上

に寄与することが期待できると考えた。 

２．研究の目的 

(1)本研究は，顎口腔領域の病変内部の各病

理組織成分の MRI の経時的造影パターン(ダ

イナミック MRI)を分析・評価することで、術

前に顎口腔領域における病変の病理組織組

成を予測し、鑑別診断や良性、悪性の区別を

非侵襲的に行なうことを目的とした。(2)ま

た、ダイナミック MRI を悪性腫瘍の化学療法

や放射線療法後の効果の判定、治療終了後の

再発の検出、さらには、予後因子として応用

を目指した。 

３．研究の方法 

(1)岡山大学医学部・歯学部附属病院を受診し

た外来・入院患者の内、MRI以外の画像診断で

口腔疾患を認めた患者のダイナミックMRIを

撮像した。 

(2)ダイナミックMRIにより撮像された連続画

像から関心領域の造影効果を既設のワークス

テーション上で処理し、経時的な造影効果を

プロットしたtime contrast index curve (CI 

curve)を作成した。 

(3)以上のデータから下記に関して検討した。 

①病変におけるCI curveから求めた各々パラ

メーター（最大値，最大増加値，最大値に達

する時間等）を比較検討し、良・悪性の鑑別

要素を検討した。 

②原発巣において、各種免疫染色因子との関

連を検討することを計画し，増殖細胞核抗原

(PCNA)，血管内皮細胞増殖因子VEGFは転移と

CI curveから求めた各々パラメーターとの関

連性について調べた。 

４．研究成果 

ダイナミックMRIから得られたパラメーター

と転移の頻度や予後と相関する因子と考えら

れている腫瘍増殖能、腫瘍血管新生との関連

性を比較検討した。口腔扁平上皮癌の診断の

もとに、 術前にダイナミックMRIが行われ、 

画像と摘出標本の病理像との比較検討が可能

な28例(T2:24例、T3:4例)を対象とした。ダイ

ナミックMRIで得られた画像と相当すると考



えられた断面の標本に抗PCNA抗体、抗CD34抗

体を用いて免疫組織化学染色を施行し、PCNA 

陽性率（PCNA  labeling index）、微小血管

密（microvessel density、 以下MVD）を測

定後、ダイナミックMRIのパラメーター

（Contrast Index、 以下CI）CIの最大値

CI-max、 最大増量 CI-gain、 割合

CI-gain/CI-max ratioとの相関を検討した。 

Materials and Methods
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その結果PCNA labeling index はダイナミッ

クMRIのパラメーターであるCI-gain、 

CI-gain/CI-max ratioと有意な相関関係を示

した(P=0.0473、 r=0.378 と P=0.0012、 

r=0.581)。またMVDはCI-gain、 

CI-gain/CI-max ratioと有意な相関関係を示

した(P=0.00821、 r=0.0.490 と P=0.00141、 

r=0.574)。このように、CI-gain、 

CI-gain/CI-max ratioとPCNA labeling index、

MVD との間に有意な相関関係がみられた事か

ら、 DCE-MRIは、患者の予後の推定や治療方

針の決定に際し、有用な非観血的検査法と成

りうることを示唆した。 
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